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高齢者の社会参加と生きがいづくりの支援 

①医療・介護の連携強化 

②地域包括支援センターの機能の充実 

③在宅生活を支援する多様なサービス基盤の充実 

①認知症に関する普及啓発の推進 

②認知症への適切な対応 

③認知症家族等への支援や居場所づくり 

④権利擁護支援の充実 

①住宅改修等の推進 

②ｻｰﾋﾞｽ付き高齢者向け住宅等の質の確保に向けた

取組の推進 

③ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化やﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝの推進 

④災害等緊急時に備えた支援の充実 

 

①介護給付適正化事業の推進 

②介護サービスの質の向上 

③介護人材の確保・育成 

④介護保険施設の適正な整備 

⑤費用負担への配慮 

■医療と介護の連携 
〇高齢者等が住み慣れた地域で安心して生活ができるよう、医療・介護の連携
に向けた取組を推進する。 

■地域ケア会議の実施 
〇保健・医療・福祉等の専門機関や住民組織・民間企業等の参加により、地域 
課題の解決に向けた取組を行う。 
 

■認知症に関する普及啓発の推進 
〇認知症サポーターなどの養成や啓発パンフレットの作成・配布等を通じ、 
認知症に対する正しい理解を深める。 

■認知症への適切な対応 
〇認知症ケアパスの作成・普及や認知症初期集中支援チームの設置により、 
早期診断・早期対応など地域における対応を進める。 
〇かかりつけ医、医療従事者向けの認知症対応力の向上や認知症介護実践者 
研修の実施など、認知症に対応する人材の育成を進める。 

■認知症家族等への支援や居場所づくり 
〇高齢者徘徊SOSネットワーク事業の一層の充実を進めるとともに、認知症 
家族介護者交流会への支援などについて取り組む。 

■高齢者向け住宅の種類や選び方の普及・啓発 
〇高齢者の身体状況等に合わせた住まいを選ぶことができるよう、冊子の作成 
など、普及・啓発を進める。 

■安心して入居できるしくみづくり 
〇サービス付き高齢者向け住宅や有料老人ホームへの立入検査を強化する 
など、サービスの質を確保するための取組を進める。 

①介護予防事業の再編と普及啓発 

②リハビリテーション専門職を活かした取組の 

推進 

③新しい総合事業の実施 

 

①地域に根ざした健康づくり 

②生活習慣病などの疾病の重症化予防 

 

①情報提供ときっかけづくり 

②担い手の育成 

③社会参加の機会の提供 

④家族介護者等への支援の充実 

■地域リハビリテーション活動支援事業 
〇心身機能の改善や社会参加の促進など、リハビリ専門職を活かした取組を 
推進する。 

■多様な主体による生活支援サービスの提供 
〇ボランティアやNPO、民間企業など多様なサービスの提供体制を構築する
ため、生活支援コーディネーターを配置し、サービス資源の開発やネットワー
ク構築を進める。 

■地域活動等への参加の促進 
〇高齢者の豊かな知識や経験を地域活動に活かすため、高齢者への学び直しの 

機会の提供や活躍の場の開拓を行う。 

■家族介護者等への支援の充実 
〇市民主体の介護者を支える活動や交流の場の創出をめざすとともに、仕事と 
介護を両立できる職場環境づくりや介護への備えを促進する。 
 

【主な取組】 
  

健康寿命の延伸 

介護予防の推進 

高齢者が安心して暮らせる住まい 

認知症支援の充実 

地域包括ケアシステムの構築に向けた取組 

■介護人材の確保・育成 
〇介護業界への入職者の拡大と定着・育成に向けて、介護事業者の自律的な 
環境改善のための取組を促進し、介護業界全体の魅力向上を図る 。 

■介護サービスの質の向上 
〇サービス責任者研修、居宅介護支援事業者研修等を実施し、事業者職員の 
技術向上をめざすとともに、事業者に対し的確な情報提供を行う。 

介護サービス等の基盤整備 

■生涯にわたるこころと体の健康づくり 

■健康を支える地域社会づくり 

■生活習慣病の早期発見重症化予防 

〇堺市健康増進計画「健康さかい21（第2次）」に基づき、上記の3つの視点

を関連させながら、総合的に市民の健康増進に取り組む。 

堺市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（平成27年度～平成29年度）施策体系（案） 


